





























ナイスタチンは， Hazen and Brown (1951) によって発見された polyene 系の抗カピ抗生物質の一つ
であり，その真菌に対する抗菌作用はかなり広い範囲にわたっている。






使用菌は阪大微研保在株 Candida albicans FIA 1048 であり，この菌のナイスタチン， トリコマイシン
およびアンホテリシンBに対する感受性は， ド表の如くであるの
薬 剤 | ナイスタデ
発育阻止最少濃度 | 静置培養 8 
(u/ml) 振塗培養 1 6 
Candida albicans をサブローブドウ糖液体培地 35口C 18 時間培養したものを遠心沈澱集菌して洗燥し，
350C 3 時間振鍾してナイスタチンを作用させたっ乙の場合薬剤最終濃度は 75.4 u/ml，最柊菌濃度ほ 9.6
X 103 /ml であった。この試料について， Bartholomew によるグラム染色， R. B. Webb による細胞壁染
色， Feulgen反応を行なったっまたカーボンレプリカ法および超薄切片法による電子顕微鏡的観察を行なっ
た。 あらかじめ薬剤処理を受けた細胞より音波処理 (10 KC) によって細胞壁を単離したもの，正常細胞
円HU??
より単離した細胞壁にナイスタチンを処理したものについても電子顕微鏡的に観察した。
グラム染色法にあっては 80 0C 30 分間温浴槽で加熱処理した Candiba albicansではグラム染色性に変化




















認め得たロナイスタチン処理を行った際に 6000rpm 20分間 2 f8f の遠心沈澱後の上清を弘。に濃縮(減圧
蒸溜 10mmHg) したものについてDNA， RNA，蛋白質を定量したところ， DNA において，有意義の差
をみとめ得:7この
〔総括J
ナイスタチンが Candida albicans におよぽす影響として致死的に作用することは既に知られた事実であ
るが，その形態にも大きな変化を与える事実がここにはじめて明らかにされた口これは同じような Polyene
系の抗カピ抗生物質であるトリコマイシンやアンホテリシンBなどでは認められないものであって，ナイ










ナイスタチンに対し発育阻止最少濃度が16u/ml の Candida albicans をサプローブドウ糖液体府地 35 0C
18 時間培養したものを遠心沈澱集菌して洗漉し， 350C 3 時間振醤してナイスタチンを作用させたロこの
場合薬剤最終濃度は 75 .4 u/ml，最終菌濃度は 9.6 X 103 /ml であったっこの誠料についてグラム染色，細
胞壁染色， Feulgen 反応，カーボンレプリカ法および超薄切片法による電子顕微鏡的観察を行なったっま
たあらかじめ薬剤処理を受けた細胞より音波処理 (10 KC) によって細胞壁を単離したもの， 正常細胞よ
り単離した細胞壁にナイスタチンを処理したものについても電子顕微鏡的に観察した口
800C 30 分間温浴槽で加熱処理した C. albicans ではグラム染色性に変化はなしまたトリコマイシン
あるいはアンホテリシンBによって 3 時間処理菌体でもグラム陽性のままであった σ しかしながら 3 時間
ナイスタチン処理した菌体にあっては， 90%以上グラム陰性となった。














が認められた。ナイスタチン処理を行った際に遠心枕澱 (6000rpm 20 分間 2 同)後のヒ清を弘o に濃縮
(減圧蒸溜 10 mmHg) したものについて， DNA, RNA，蛋白を定量したところ， DNA において有意義
の差を認めた口以上のことより，ナイスタチンが C. albicans におよぽす影響として致死的に作用するこ
とは既に知られた事実であるが，その形態・内構造にも大きな変化を与えることが，ここにはじめて明ら
かにされたのこれは同じような polyene 系の抗カピ抗生物質であるトリコマイシンやアンホテワシンBな
どには認められないものであって，ナイスタチンに特有のものであることを明らかにしたの
以とのように，著者は，ナイスタチン処理菌体に見られる光学顕微鏡的所見を電子顕微鏡的に解析して，
その実態を明らかにしたが，病原微生物と抗生物質の相互関係についての新事実をとらえた意義は高く評
価してよいものと信ずる。
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